と 思える。 リアリズム にあき 足らず 思う 感情の 根に は 

いつも、 現実 を そのまま 写した つて、 という 不満が 強 

く蠢 いている。 それに 対して リアリズム を 芸術の 正 

道と 信じて いる 人々 は、 何も 写実が 今日の リアリズム 

ではない と 迄 は 云う けれど、 では、 どういう のが 目 ざ 

されて いる リアリズム かとい うと、 それ を 短く はっき 

り 定義 づける ことに は 困難が 感じられて いるよう だ。 

リアリズムが、 目に 訴える 人間の いろんな 心と 体と 

の 動き を 外側から 追ってつ いて 行って 片 はじから、 本 

当のよう に 描く ばかりの ものではなくて、 同じ 今日と 

いう 社会の 息 を 吸いながら、 A は それ を どう 吸収し、 



B は それから どんな 作用 をう け 又 作用 を 与えて いるか 

という、 その 社会生活と 個人との 間にある 有機的な 性 

格に ふれて 描こうと する もの だとい う 点で は、 植物の 

分類法の 上に 行われて いる 新しい 方法が、 きわめて ま 

ざま ざと リアリズムの 真実な ありかたの 一 面に 共通し 

ている。 

人間性と いう 言葉 は 文学の 上で、 とかく あらまし な 

総括で つかわれる ならわし だが、 その 人間性の 具体の 

姿 は、 それぞれの 植物が もっている ような 特質と その 

特質に おける 共通 性 を ももって いる わけで、 人間性 も 

その 発露 は、 自然 主 義が 本能に 帰結 させた よ リ遙に 多 
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